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　市民の日々の生活の充実のために、それぞれの
地域の実情に向き合い、課題の解決を図ります。

・榊原自然の森温泉保
養館「湯の瀬」は榊
原温泉の強みを活か
した温浴観光施設と
して、安濃交流会館
内「あのう温泉」は
温泉を活かした地域
振興の核となる交流拠点としてリニューアル 
・地域とともに考える閉校した３つの小学校を利
活用した美里地域のコミュニティの拠点づくり

・上野地区と白
塚漁港河芸工
区の海岸堤防
整備の着実な
促進に向けた
国・三重県へ
の働き掛け
・2020年４月の開園に向けた芸濃こども園の整
備、芸濃小学校普通教室２室の増築、放課後児
童クラブ「芸濃ＫＩＤＳ」施設の２棟目の新築
工事の推進
・津波発生時は緊
急避難場所とし
て、平時はサッ
カーなどのス
ポーツができる
多目的グラウン
ドとしても活用
可能な香良洲高台防災公園の整備推進
・県道一志美杉線の室ノ口バイパス、室ノ口から
矢頭トンネル間の２車線化の早期事業完了に向
けた三重県への働き掛け

・2020年度中の供用開始に向けた新町会館、橋
南公民館の整備

・津西地区の新たなコミュニティ施設の整備、南
郊公民館の整備構想の推進
・一志地域の波瀬川左岸流域周辺の雨水計画策定
・白山・美杉地域における地域包括ケアシステム
の推進
・美杉地域における家庭医療クリニックを核とし
た地域医療を担う医師の継続的な確保

・地域かがやきプログラム事業の新たな展開に向
け、地域のイベントなどを地域とともに決定し
実施していけるよう、地域事業枠予算の創設を
検討
・総合支所と地域で福祉活動を担う団体が連携し
ながら、活動内容を地域自ら決定し、その活動
に使うことができる予算の各総合支所への配分
を検討
・地域で生まれ育った人が、地域に寄り添いなが
ら地域で働き、その地域で自らの人生設計を描
く一助となる職員採用制度の創設を検討
・地域懇談会の継続

　私たち基礎自治体が担う未来への責任は、いつ
までも住みやすく、活力があり、輝き続けられる
津市を次の世代に引き継いでいくことです。
　そのためには、持続可能なまちづくりにつなが
る施策に積極的な姿勢で取り組んでいかなければ
なりません。
・防災力・消防力の強化のための北消防署の建て
替え工事の推進、西分署の整備構想の推進
・地域経済の活力を高め、継続させるため、ビジ
ネスサポートセンターを核とした企業相談や創
業・事業承継支援のさらなる強化
・大谷踏切の拡幅、津興橋の架け替えの事業完了
に向けた着実な取り組み

 
・特定空家等のさらなる改善率向上と空き地の所
有者特定を容易にするための法整備の国への働
き掛け

② 地域を重視し、市民に寄り添います

③ 未来への責任を果たします

地域で育み、これまで大切にしてきたものの価値を
さらに高め、新しい地域の資産として

生まれ変わらせるための取り組みを進めます

地域が一番に望むことは
最重要事項として全力で取り組みます

地域で気掛かりになっていることは
先手を打って対応します

地域重視のさらなる展開に向けて、
予算や人事においても地域にしっかり寄り添います

整備中の香良洲高台防災公園

整備中の上野地区海岸堤防

榊原自然の森温泉保養館「湯の瀬」

津興橋の架け替え


